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五
五
九

ツ
ル
ギ
ジ
ヨ
ウ
創
按
石
川
滞
納
来
の
品
川
岡
山

に
在
っ
て
、
帥
剛
被
以
・
八
幡
城

:M
山
械
・
舟
附
械
と

も
い
ひ
、
域
河
は
山
鋭
意
思
し
、
前
而
に
手
取
川
が

部品川
W
す
る
。
文
明
六
年
狩
川
町
伊
れ
の
以
来
と
こ
の
地

に
職
う
た
こ
と
は
三
宮
古
記
に
見
え
、
越
管
到
三
州

志
政
雄
考
に
託
手
の
川
引
に
は
一
伎
の
魁
阿
坂
千
九
郎

が
居
た
と
あ
る
。
天
正
十

一
日
ヰ
別
出
利
家
は
目的
山同定

吉
を
こ
L
に
也
君
、
イ
三
年
州
出
u
k
四
年
足
首
口
ま
た

之
を
守
っ
た
。

ツ
ル
ギ
ノ
ミ
ヤ
7

銅
ノ
御
山

J
ケ

y
ガ
ミ
ネ

置
ケ
R
O

s
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ツ
ル
ギ
ハ
ツ
ケ
イ

鶴
来
八
長
十
打
川
胤
削
飛
の

十
二
日
ν
に
法
づ
い
て
、
昭
和
の
初
年
に
あ
た
り
愉
楽

保
版
企
の
選
定
し
た
も
の
。
後
一仏
降
籾
位
・
向
山
路

大
沼
分
は
友
田
守
門
下
の
越
巾
人
が
多
〈
、
他
校
・牧

質
・句
尽
?
ノ
松
・小
春
・
決
化
容
も
問
。
、
泌
句
も
靴

せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
本
部
は
も
と
こ
川
本
で
あ
る
が
、

そ
の
下
容
は
未
だ
護
見
さ
れ
ぬ
。

ツ
ル
ギ
ジ
銅
地

凪
主
榔
仁
停
郷
に
臨
ず
る
郎

孫
。
郷
村
名
義
抄
に
、ζ
の
地
に
万
工
が
ゐ
た
か
ら
、

村
名
は
印
刷
打
か
ら
起
っ
た
と
す
る
。
能
育
所
引
跡
芯
に
、

『家
政
ご
円
相
あ
り
。
銭
の
針
金
川
来
し
て
、
日
本

一
の
名
物
也
。
』
と
あ
っ
て
、
剣
が
ね
を
在
し
た
こ
と

は
、
資
料
十
凶
作
の
訓
“自
に
も
山
見
え
る
。

ツ
ル
ギ
ジ
ガ
ハ
銅
地
川

J
-一
ギ
Y
ガ

ハ

仁

伊
川
。ツ
ル
ギ
ジ
ユ
ウ
ニ
シ
ョ
ウ

鶴
来
十
二
勝

石

川

地
鶴
来
附
也
の
十
二
公
を
数
へ
た
も
の
で
、
後
一
川
郎

総小山
・手
取
川
前
相
聞
鮒
同
州
限
花

-
H閉
山
相
陥
・
天

狗
邸
時
間
風
・咽
同
名
升
桁
岡
・
月
帥
問
郎
副
田
氏
・
臥
初
出
玉

蛾
・金
刷
出
銅
剣
山
前
・梨
笠
眠
時
間
・
雌
坂
郎
副官氷
・
白
山

一
肌
鋭
訴
で
あ
る
。
お
永
年
川
京
一
郷
町
州
内
a
JH

刷
川
尖

街
の
選
じ
た
加
。

ツ
ル
ギ
Z
ヤ

錨

宮

鹿
島
柑
久
江
原
山
分
に
銀

座
L
、
今
創
出
制
批
と
獄
ナ
る
。
文
政
祉
鋭
艇
に
、『創

刊山
、
久
江
村
之
内
訳
山
銀
座
産
跡
、
祭
跡
栄
養
鳴
館
・

大
己
内
命
。
』
と
あ
る
。

ツ
ル
ギ
ヤ
マ
ツ
ル
ギ
ジ
ン
ジ
ヤ
銅
山
銅
神
社

臥

VFtm雨
時
闘
に
在
っ
た
。
式
内
等
部
枇
杷
に、
『
銀

山
鎚
榊
枇
。
町
野
郷
時
同
制
御
山
銀
座
。
幣
=
勉
宮
降

慨
大
椛
刻
。
祭
一
洲
市
水
臥
州
知
命
。
別
泊
所
蹴
a
m
拙
山
高

山
寺
戸
と
あ
り
、
こ
の
白
田
宮
除
隠
大
綿
製
は
石
動
山

か
ら
抑
制
し
た
の
で
あ
ら
う
。
一
品
川
寺
は
今
も
あ
る

が
、
こ
の
枇
川
町
は
存
せ
ぬ
。

ツ
ル
ノ
ホ
ウ
チ
ョ
ウ

鶴
之
庖
丁

滞
侯
が
元
日

に
柑
耐
火
夫
の
界
引
を
栄
け
た
後
、
金
印
刷
蝋
殿
中
桐
之

仰
に
於
い
て
餓
の
庖
ー
を
昆
た
。
庖
〕
は
、
料
理
闘

が
府
之
山
の
二
之
附
に
在
っ
て
之
を
勤
め
、
用
人
-

m
明
別
務
行
傍
に
伺
候
し
、
庖
-J
終
る
時
は
、
用
人
か

ら
料
理
聞
に

H
録
を
血
(
へ
た

o
m日
の
拝
到
が
終
っ

て
か
ら
後
に
、
年山市

・
家
老
に
は
訟
之
聞
こ
之
閥
、

若
年
計
に
は
別
室
で
吸
物
・創
設
・
摘
を
賜
は
る
が
、

そ
れ
が
終
る
と
誕
に
近
明
白
闘
を
以
て
庖
丁
の
偽
を
給

」
こ
と
を
告
げ
ら
れ
、
年
計
・
家
老
・
若
年
計
は
、
共

に
御
問
問
自
院
二
之
刷
に
於
い
て
鴎
の
版
物
・
取品川

及
び
梢
の
饗
を
焚
け
、
務
侯
も
亦
勝
郎
に
之
を
周
ひ

た
。
似
し
川
代
に
よ
り
剥
濯
が
あ
る
。

ツ
ル
ノ
マ
ル

鶴
ノ
丸

金

mM明
本
丸
と
一
ニ
，
丸
と

の
聞
に
在
っ
て
、
件
廿
て
硲
の
下
り
て
日
た
の
を
芳
容

院
が
見
た
か
ら
名
付
け
た
と
す
る
も
の
と
、
そ
れ
は

桜
前
院
で
あ
る
と
す
る
も
の
と
耐
設
あ
る
。
邸
u
N
の

頃
に
は
似
隙
が
あ
っ
て
、
前
山
利
誌
が
同
制
山
長
知
に

命
じ
て
太
旧
長
知
を
成
服
せ
し
め
た
の
も
そ
、
』
で
あ
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も1
あ金

ツ
ル
マ
ダ
=
問
問
谷

金
棒
小
立
野
か
ら
石
川

端
午
坂
へ
下
る
所
で
、
そ
の
坂
の
上
か
ら
見
下
す
に
、

ツ
ル
ノ
マ
ル
ノ
ト
ラ
イ
シ

鶴
ノ

丸
白
虎
右

組

脅
到
三
州
芯
来
凶
根
斑
に
、
金
開
城
偽
，
丸
に
古
へ

此
文
の
石
が
あ
っ
て
此
石
と
脱
し
た
と
あ
る
。

可
制叫

F
令

小
説
に
、城
中
的
，
丸
に
此
石
と
て
此
ノ
戸
有
之
石
が

あ
る
と
減
せ
て
ゐ
る
か
ら
、
日
子
保
の
頃
に
は
向
存
在

し
て
ゐ
た
と
見
え
る
。
金
城
探
秘
録
に
は
戸
室
山
か

ら
釣

b
出
し
た
行
で
あ
る
と
す
る
。
今
象
六
闘
に
在

る
此
有
で
は
な
か
ら
う
か
。

ツ
ル
ベ
釣
部

河
北
郡
井
上
庄
に
臨
す
る
部
首
問
。

泊
施
記
に
、
こ
の
村
鎖
に
寺
座
数
弁
び
に
古
協
が
あ

り
、
知
凶
某
の
持
城
で
あ
っ
た
と
明

へ
る
館
跡
が
あ

る
o
X釣
郁
の
思
…
染
は
、
け
ん
ぼ
う
よ
り
も
強
い
と

あ
る
。

っ
た
と
い
ふ
。

χ
大
仮
雨
役
の
時
、
こ
a
h

に
入
賞
小

屋
を
作
っ
て
、
領
内
の
一
向
坊
主
及
び
百
姓
町
人
の

町
立
っ
た
も
の
を
入
れ
也
い
た
と
も
あ
る
の
は
、
下

民
の
騒
乱
を
防
い
だ
の
で
あ
ら
う
。

ツ
ル
ノ
マ
ル
ノ
カ
ネ

鶴
ノ
丸
の
鐙

金
探
城
内

鶴，
丸
の
林
中
に
在
っ
て
、
非
常
の
際
早
鏑
と
し
て

用
ひ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
延
賀
入
年
九
且
一
ニ
，

丸
番
人
へ
の
謹
告
に
、『
御
披
下
火
事
之
刻
、
火
元
近

き
は
刷
出
論
、
位
法
く
H
ハ
御
城
風
下
に
て
気
治
ひ
に
候

と
彼
仰
出
次
第
、
一
ニ
，
御
丸
早
鎖
っ
か
せ
可
申
。
』
と

あ
る
か
ら
、
初
め
は
=
一
，
丸
に
あ
っ
た
も
の
と
見
え

る
。
後
卒
保
十
年
二
且
城
内
越
後
反
政
の
畔
釘
鉛
直

の
際
に
は
こ
の
錆
を
代
用
L
、
帥叫，
丸
に
は
天
徳
院

の
普
舗
を
用
ひ
、十
二
年
八
且
時
間
州
知
直
の
際
に
も
、

亦
的
，
丸
の
も
の
を

吊
り
代
へ
、
貸
防
災
後
に
も
之

を
用
ひ
た
が
、
明
利
七
年
九
用
時
節
成
る
を
以
て
綿

製
常
に
也
き
、
早
節
は
材
陣
後
屋
敷
か
ら
州
問
，
丸
に
復

し
た
。

閉
山
の
道
約
の
つ
ど
ら
折
な
る
が
見
ら
れ
、
向
か
う
の

松
山
の
眺
望
も
殊
に
伎
〈
、
知
外
の
佳
品
川
で
あ
る
た

め
、
持
倣
泌
制
を
好
む
雅
鮮
に
よ
っ
て
民
統
せ
ら
れ

た
。
的
舞
谷
と
苫
〈
の
は
、
そ
れ
ら
の
者
の
用
ひ
た

文
字
で
あ
ら
う
。

ツ
ル
マ
ダ
ユ
ノ
シ
ミ
ズ

鶴
間
谷
の
清
水

金
持

小
立
野
印
刷
谷
の
坂
刷
町
中
十
胞
に
在
。
、
東
向
き
で
旭

の
さ
し
入
る
地
で
あ
る
か
ら
籾
日
治
水
と
も
い
う

た
。
上
布
引
町
抱
一官
艇
の
お
限
沼
紛
は
、
こ
の
水
で

諮
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ツ
ル
マ
チ
ヤ
マ
鶴
町
山

肌
奈
川
的
川
の叩州国
間

前
方
に
在
る
山
。
刊
さ
一
八
一
米
。

ツ
ル
マ
ヒ
ダ
=

鶴
舞
谷

J
ツ
ル
マ
〆
-
一

的

問
符
。ツ
ル
ミ
キ

鶴
見
沼

述
好
の
子
、初
名
付
鎚
怒
、

又
は
柄
。
字
は
卑
牧
。
泌
桝
小
十
郎
。
凝
欽
・九
俄
叉

は
宙
開
問
と
M
仇
し
た
。
文
政
三
年
生
。
初
め
明
倫
常
に

就
き
て
烈
び
、
見
化
ご
年
江
戸
に
上
白
、
品川
T
悦
に

入
っ
て
佐
棟
一
知

・
安
殿
良
俗
等
に
梁
を
栄
け
、
ぷ

永
二
年
同
に
阿
っ
て
明
倫
設
訓
添
加
人
と
な
り
、
五

年
制
導
加
入
に
進
み
、
安
政
六
年
助
教
加
入
と
な
っ

た
。
瓜
延
元
年
ハ
久
の
後
を
迎
い
で
、
株
百
四
十
石
を

受
け
、
初
年
日
に
列
し
、
文
久
元
年
明
倫
信
一
易
問
J

・中
心付

と
な
り
、
安
政
一
一
一
年
以
降
小
松
修
道
館
に
勤
務
し
た

が
、
文
久
ご
年
務
命
じ
て
京
仰
に
仲
引
き
、
土
御
門
氏

に
就
き
て
易
尽
を
修
的
、
傍
ら
政
界
の
形
勢
を
傑
ら

し
め
た
。
謹
伐
に
大
に
邦
注
す
る
加
あ
っ
た
が
、
次

い
で
滞
論
の
忌
む
加
と
な
り
、
働
問
せ
ら
れ
る
こ
と

五
年
。
明
治
一苅
年
申
刑
さ
れ
て
復
明
倫
欽
の
放
附
と
な

り
、
コ一
年
術
大
邸
に
日
じ
、
也
前
肘
の
後
，xm政
附
と

な
り
、
二
十
九
年
六
月
間
問
、
年
七
十
七
。

ツ
ル
ミ
コ
ウ

間
見
弘

前
は
弘
、
宇
は
允
哉
、

活
様
俳
磁
、談
山
・餐
侃
般
消
史
と
側
臥
し
た
。
家
附
々


